
　

【表紙】  

【提出書類】 有価証券届出書の訂正届出書

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 2021年８月31日

【会社名】 ＡＩメカテック株式会社

【英訳名】 AIMECHATEC，Ltd．

【代表者の役職氏名】 代表取締役 執行役員社長　　阿部　猪佐雄

【本店の所在の場所】 茨城県龍ケ崎市向陽台五丁目２番地

【電話番号】 0297-62-9111(代表)

【事務連絡者氏名】 執行役員経営企画部長　　岡部　隆志

【最寄りの連絡場所】 茨城県龍ケ崎市向陽台五丁目２番地

【電話番号】 0297-62-9111(代表)

【事務連絡者氏名】 執行役員経営企画部長　　岡部　隆志

【届出の対象とした売出有価証券の種類】 株式

【届出の対象とした売出金額】 売出金額

(引受人の買取引受による売出し)

ブックビルディング方式による売出し　 　6,579,840,000円

(オーバーアロットメントによる売出し)

ブックビルディング方式による売出し　　　 986,880,000円

【縦覧に供する場所】 該当事項はありません。
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１ 【有価証券届出書の訂正届出書の提出理由】

2021年６月22日付をもって提出した有価証券届出書に添付しております「独立監査人の監査報告書」及び「独立監

査人の四半期レビュー報告書」の記載事項の一部に原本と異なる箇所がありましたので、これを訂正するため、有価

証券届出書の訂正届出書を提出するものであります。

 

２ 【訂正事項】

独立監査人の監査報告書

独立監査人の四半期レビュー報告書

 

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　　を付して表示しております。
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独立監査人の監査報告書の訂正
 

当連結会計年度の連結財務諸表に対する監査報告書
 

(訂正前)

監査意見

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に準ずる監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて

いるＡＩメカテック株式会社の2019年７月１日から2020年６月30日までの連結会計年度の連結財務諸表、すなわち、連

結貸借対照表、連結損益計算書、連結包括利益計算書、連結株主資本等変動計算書、連結キャッシュ・フロー計算書、

連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項、その他の注記及び連結附属明細表について監査を行った。

当監査法人は、上記の連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、Ａ

Ｉメカテック株式会社及び連結子会社の2020年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する連結会計年度の経

営成績及びキャッシュ・フローの状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

(以下省略)

 
(訂正後)

監査意見

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて

いるＡＩメカテック株式会社の2019年７月１日から2020年６月30日までの連結会計年度の連結財務諸表、すなわち、連

結貸借対照表、連結損益計算書、連結包括利益計算書、連結株主資本等変動計算書、連結キャッシュ・フロー計算書、

連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項、その他の注記及び連結附属明細表について監査を行った。

当監査法人は、上記の連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、Ａ

Ｉメカテック株式会社及び連結子会社の2020年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する連結会計年度の経

営成績及びキャッシュ・フローの状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

(以下省略)

 
当事業年度の財務諸表に対する監査報告書

 
(訂正前)

監査意見

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に準ずる監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて

いるＡＩメカテック株式会社の2019年７月１日から2020年６月30日までの第４期事業年度の財務諸表、すなわち、貸借

対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書、重要な会計方針、その他の注記及び附属明細表について監査を行った。

当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、ＡＩメ

カテック株式会社の2020年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する事業年度の経営成績をすべての重要な点

において適正に表示しているものと認める。

(以下省略)

 
(訂正後)

監査意見

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて

いるＡＩメカテック株式会社の2019年７月１日から2020年６月30日までの第４期事業年度の財務諸表、すなわち、貸借

対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書、重要な会計方針、その他の注記及び附属明細表について監査を行った。

当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、ＡＩメ

カテック株式会社の2020年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する事業年度の経営成績を、全ての重要な点

において適正に表示しているものと認める。

(以下省略)
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前連結会計年度の連結財務諸表に対する監査報告書

 
(訂正前)

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に準ずる監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて

いるＡＩメカテック株式会社の2018年７月１日から2019年６月30日までの連結会計年度の連結財務諸表、すなわち、連

結貸借対照表、連結損益計算書、連結包括利益計算書、連結株主資本等変動計算書、連結キャッシュ・フロー計算書、

連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項及びその他の注記について監査を行った。

(以下省略)

 
(訂正後)

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて

いるＡＩメカテック株式会社の2018年７月１日から2019年６月30日までの連結会計年度の連結財務諸表、すなわち、連

結貸借対照表、連結損益計算書、連結包括利益計算書、連結株主資本等変動計算書、連結キャッシュ・フロー計算書、

連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項及びその他の注記について監査を行った。

(以下省略)

 
前事業年度の財務諸表に対する監査報告書

 
(訂正前)

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に準ずる監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて

いるＡＩメカテック株式会社の2018年７月１日から2019年６月30日までの第３期事業年度の財務諸表、すなわち、貸借

対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書、重要な会計方針及びその他の注記について監査を行った。

(以下省略)

 
(訂正後)

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて

いるＡＩメカテック株式会社の2018年７月１日から2019年６月30日までの第３期事業年度の財務諸表、すなわち、貸借

対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書、重要な会計方針及びその他の注記について監査を行った。

(以下省略)
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独立監査人の四半期レビュー報告書の訂正

 
2021年６月期第３四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー報告書

 
(訂正前)

監査人の結論

(省略)

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ＡＩメカテック株式会社及び連結子会社の2021年３月31日現在の

財政状態並びに同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が

全ての重要な点において認められなかった。

(以下省略)

 
(訂正後)

監査人の結論

(省略)

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ＡＩメカテック株式会社及び連結子会社の2021年３月31日現在の

財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全

ての重要な点において認められなかった。

(以下省略)
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